
社寺林等の照葉樹林に生育する常緑低木。高さはふつう2mほどであるが、5mに達する場合もある。葉は
しばしば輪生状につき、葉身は長楕円形または倒披針形、先は鋭尖形、基部は鋭形でしだいに細まって柄
に流れ、長さ5-14cm、幅1.7-4.5cm、全縁。花期は5月。花序は集散花序であるが、散状に2-13個の花がつ

くが、まれに総花柄が伸びて2または3花をつけるものもある。

シカの採食により減っている。分布の東限。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Pittosporum  illicioides  Makino

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

○

■ 県内分布

姫路市、福崎町、相生市、たつの市、上郡町、佐用町

■ 国内分布

本州（兵庫県、岡山県）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

トベラ科

兵庫県ランク…コヤスノキ
環境省ランク… NT


